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１．はじめに
　中米ホンジュラス国は，初等教育における高い留年率
と退学率が大きな問題となってきた．そのため，１９８０
年代から教育に係る青年海外協力隊員が派遣され続け
ている．特に算数教育に係る隊員が多く，２００３年には
協力隊の活動が現地政府からの高評価を背景に，国際協
力機構（JICA）プロジェクトとして PROMETAM（初
等教育算数指導力向上プロジェクト）が立ち上がった．
私は，２００４年４月から２００６年３月まで，PROMETAM
隊員としてホンジュラスに派遣され，帰国後は筑波大
学教育開発国際協力研究センター（CRICED）の職員
として，PROMETAM をサポートした．本稿では，ホ
ンジュラス国の教育事情を説明するとともに，協力隊
員としての活動と帰国後の活動を報告したい．
２．青年海外協力隊活動の達成度と全期間の協力効果
⑴　PROMETAM の概要
　JICA の調査によると，中米ホンジュラス国の初等教
育における高い留年率と退学率の一因は算数教育にあ
るとされている．PROMETAM に所属する青年海外協
力隊の職務は，その改善のために，現地の現職教員に
対して算数の指導法に係る研修を行うことだった．
PROMETAM は図１の分析図のもと，①教員研修の実
施，②教材開発の２本柱から，この問題に取り組んだ．
ホンジュラスで使われてきた算数の教科書は日本のよ
うに単元ごとの系統的な作りにはなっていなかった．
教師用指導書に至っては PROMETAM がその作成に
取り掛かるまでホンジュラスには存在さえしていな
かった．そのため，新しい教科書と指導書の作成は急
務だった．指導書が完成したとしても，今まで指導書
を使用したことすらない現地の教員たちにとって「指
導書さえあれば，どんな先生でも最低限の内容を児童
に教えられる」といった日本の常識は全く通用しない
状況だった．PROMETAM の児童用教科書と教師用指
導書は全国配布されるに至り，現地の教員に対して指
導書の使い方を通して算数の指導法を向上させるため
の講習会が実施されることとなった．
⑵　バジェ県ナカオメ市における PROMETAM 隊員
としての活動
　私の任地バジェ県は，首都テグシガルパから南に車
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で２時間ほどの場所に位置する年間を通して暑い地域
である．ナカオメ市が県都で，バジェ県には全部で９
つの市町村がある．初等教育就学児童が２万３千人在
籍し，初等教育教員数が１２００人ほど勤務している．
（バジェ県教育委員会，２００７）．単純計算をすると，１
人の教員が抱える児童数は１９名ということになるが，
山間部・農村部には，複式学級が多く，１人で１〜６
年生を教える学校も存在する．ホンジュラス全体の初
等教育就学児童数１３０万人，初等教育教員数が５万人
弱（ホンジュラス教育省，２００３）と比較すると，バ
ジェ県が小規模な県であることがわかるが，教員数は
児童数のわりには多い方である．また，バジェ県にお
ける純就学率・修了率は，バジェ県教育委員会に保管
されている資料を見ると，ホンジュラス全体の統計で
ある純就学率９５％（２０００年），修了率６８．５％（２０００
年）（PROMETAM，２００９）とほぼ同様の数値である
ことがわかる．バジェ県は周囲を山と海に囲まれてお
り，都市部との差が著しい．PROMETAM 講習の受講
生も，山中から何時間もかけて会場に来たり，離島か
ら参加したりする者がいた．
　バジェ県は，２００４年７月からPROMETAM研修が開
始された新しい地域で，小学校の長期休暇を活用し，
１〜３年生，４年生，５年生，６年生の内容を計４回に
分けて，各３０時間余りで算数の指導法について教えた．
２００４年は全国的に大規模な教員ストライキが行われ，
派遣されて間もない私は現地の小学校の様子も十分に
理解しないまま講習会を担当することとなった．
　講習会の初日，教室に入り，自己紹介をしようとす
ると，一人の先生がからかうような口調で言った．「ス
ペイン語も十分にできない人に教わることなどない」．
講習会開始当初，日本人が教える算数指導法について
批判的な教員が多かった．PROMETAM の講習会はホ
ンジュラス国立教育大学の授業の一環として行われて
おり，大学卒業資格を持たない教員たちが教員再教育
プログラムを修了するための単位を得るために参加せ
ねばならない授業のひとつであった．そのため，たと
え批判的であったとしても講習会を受講せねばならな
かった．それでも，各受講生が自分の教室で子供たち
に教える際に役立つ指導法や教材・教具の紹介などを
通して，講習会の回数を重ねるごとに信頼を得て，受
講生はみな熱心に受講するようになった．しかし，指
導力向上以前に教員自身の学力が低く，小学校の問題
が解けない教員もいた．三角形の面積公式など，公式
を導き出す説明をできる教員は限られており，公式は
暗記するものと考えている教員が大多数であった．中
には，繰り上がり，繰り下がりのあるたし算，ひき算
ができない教員もおり，数ブロックを使って，１０のま
とまりを教える１年生児童対象の授業と同様の講習会
を行うこともあった．そのような現職教諭たちに対し，
講習時間数３０時間程度で一学年の内容を理解させ，き
ちんと教えられるようにすることは非常に困難だった．
　学校の長期休暇が終わって，新たな学期が始まると，
私は受講生の学校訪問を開始し，学校現場の様子を目
の当たりにすることとなった．一般的なホンジュラス
人教員の授業は，教科書の内容をそのまま黒板に板書
し，児童にノートをとらせ，問題をやらせるだけの一
方的な授業で，必要なことは暗記させ，答えを出すこ
とが最も重要だとされていた．また，アメリカによる
支援のもと，APREMAT（Aprendamos Matem  tica）に
よる１〜３年生向けの計算能力向上を目的としたラジ
オ教育も多くの学校で行われていた．教員自身，子供
のときにこのような授業を受けてきたのだから，面積
公式を導くことはできないし，どうしてそうなるのか
という理由を重要視する視点を持っていないことは当
然だと思った．教師至上主義の暗記型授業を善とする
授業観をもつ教員たちに，「なぜ」を尋ねることの大切
図１　PROMETAMの問題分析図　（JICA，２００６）
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さを伝えることにも，大変苦労した．
　さらに，年間の授業時間数の規定も守られておらず，
１日の時間割は算数と国語（スペイン語）を中心とし
た授業で，社会や理科などの授業をおこなっている教
員は少なかった．中心として扱われている算数や国語
においてでさえ，児童は十分な学力の定着がなされな
いままになっていることが多く，それが留年や退学に
つながっているのだと再確認した．
　指導力向上というプロジェクト目標を諦めて，教員
の学力向上を目標として，①理論の徹底，②練習問題
の繰り返し，③忘れた頃の復習というサイクルを導入
した．３０時間の講習の初回と最終回は，PROMETAM
本部が作成した試験を行い，理論の定着と学力の定着
を図った．バジェ県の受講生たちは，初回の講習で著
しい成績向上を遂げた．
　PROMETAM では，新しく作成した教師用指導書と
児童用教科書を用いた現職教員を対象とした講習会を
通じて教師の指導力向上と授業改善という教育の質の
向上のアプローチを採用し，講習後のフォローアップ
として，モニタリングや校内研修の奨励・支援を行った．
しかし，プロジェクトの講習を受けた教師の中でも，
現場の教室での効果にかなりの差が現れた．また，児
童のテスト結果がプロジェクト開始時と比較しても，
如実な向上が見られなかった．
　そこで，２回目以降の講習会では，受講生を黒板の
前に立たせて参加させる回数を増やすことで，身に着
いた知識を生かし，指導力向上につなげられる場を設
けた．また，教材・教具を自分で作るという意識がな
かった現地の教員に対し，PROMETAM の講習とは別
に，教員が授業で使える教材・教具作成の講習会を定
期的に実施した．これは，バジェ県の県教育委員会や
周辺地区教育委員会から高く評価され，教育委員会主
催のもとでも実施するに至った．かつては，ラジオを
片手に算数のラジオ放送を聞かせるだけだった先生が，
手に持つ物をラジオから指導書に変えた．講習内で紹
介した教材を懸命に作り，授業で用いるようになった
先生も増えた．週末に集まって授業案を考える先生た
ちも現れ，講習会で発言する先生の数が増えた．多く
の受講生が，算数に対する怯えがなくなり，自信を持
つようになった．なお，本稿における質の高い教育とは，
「子どもの認知面でのニーズだけではなく，子どもの
情緒的，道徳的，精神的発達を促すもので，子どもの
視点に立って，個々の子どものユニークな能力を伸ば
し，そのニーズに取り組むもの」（江原，２００１）とす
る．
　かつては，図２のように，各機関・各教員が独立し，協
力や連携をする姿勢が薄かったバジェ県の教員たちは，
PROMETAM 講習会を通して学校や地域の垣根を越え
て情報交換をするようになり，教員たちの声が教育委
員会を動かし，少しずつ図３にある理想的な教育現場
へと変わり始めた．
　２００５年９月，プロジェクト評価のための学校見学モ
ニタリング調査において，バジェ県の教員たちの取り
組みの結果は数値として表れた．授業の質が向上して
いるという結果が得られたばかりでなく，PROMETAM
全体で見ると向上していないという統計が得られた児
童の学力テストも，バジェ県では先生の試験結果に比
例して高得点をとっている学校もあった．
　バジェ県が一定の成果をあげたのは，学習内容を繰
り返して定着を図ったためであることは言うまでもな
いが，①受動型だけでなく参加型の講習会にしたこと，
②教材・教具の作り方と使い方の講習会を加えて実施
したこと，③各受講生の学校を訪問し褒めることで自
信をつけさせたことの３点にあるように思う．日本人
が外部から持ち込んだものを紹介するのではなく，現
地の人たちが自分たちでできることを具体的に示し，
実際にできたら評価するという当たり前のことが成功
につながったのではないだろうか．また，授業参観制
度のないホンジュラスでは，人に授業を見られること
に慣れていない．そのため，授業参観の際は，メモを
とるようなことはせず，子供たちを見ながら微笑みな
がら参観することで，少しでも授業者の緊張と人に見
られるという恐怖を和らげるようにした．
⑶　PROMETAM 以外の隊員活動
　青年海外協力隊員が活動するにあたって最も重要な
図２　多くの教育現場（筆者作成）
図３　理想的な教育現場（筆者作成）
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ことは，派遣された地域・機関において，どのような
活動が望まれているかということと，自らの目で見た
ときにどのような活動が必要かを考えた上で活動する
ことだと私は思う．そして，それを踏まえて，自分が
帰国した後でも現地の人が自分たちの力で活動を持続
できるようにしなければならない．彼らの人生という
直線において，協力隊員がいる２年間はほんの一瞬の
点に過ぎない．思い出だけで終わらないための活動を
する必要がある．
　そのためには，「自分でもできる」と思ってもらわね
ばならない．PROMETAM 講習会と並行して，ナカオ
メ市で働いていた他の協力隊員と協力して，教材・教
具作成の講習会を実施し，多くの支持を得られたのは，
「自分でもできる」「教室で使いたい」と思ってもらえ
たからだと思う．また，日本文化紹介として，折り紙
の講習会も実施した．日本では，レゴブロックやジグ
ソーパズルのように創造力や類推力を育成できる遊び
道具や，パターンブロック，タングラム，ジオボード
のようなハンズオン教材が溢れているが，ホンジュラ
スにはそういった類のものはなく，正方形の紙を折る
といった単純作業すらままならない．直角三角形や長
方形に半分に折り重ねることができない人がいる．そ
もそも，ホンジュラスでは，正方形の紙が売っていな
いので，折り紙がしたければ，長方形を正方形にしな
ければならないが，先生も子供もその方法がわからな
い．不器用というだけでなく経験がないので，類推す
ることもできない．PROMETAM 受講生の学校を訪問
する際は折り紙を持ち歩いたが，折り方を覚えられる
子供はいなく，結局，訪問の前日には，羽根が動く鶴
を大量に作って，お土産としてあげるようになってし
まった．「作り方を教えて」ではなく「作って」という
子供の声が響く学校で，担任の先生も作り方を覚えら
れないので傍観している．それが，折り紙の講習会実
施に至る経緯であった．そんな状況なので，当然，算
数の図形分野を教えることに苦手意識をもっている教
員も多い．教員の指導意識については，後述する．
　PROMETAM の算数児童用教科書・教師用指導書が
全国配布に至った後，その使い方を学ぶことを目的と
してバジェ県すべての教員が県内８つの市町に分かれ
て受講する県レベルの算数研修会が実施された．この
県レベル研修は，バジェ県だけでなく，ホンジュラス
国内すべての県で計画されているものであった．バ
ジェ県では，すでに PROMETAM 講習会を通して，あ
る程度の力をつけていた受講生を各教室に配置し，研
修講師たちの補助をしてもらった．私は８市町の全て
の会場をまわり，新しい教科書や教え方について不安
や懸念を抱える現地教員の質疑応答を行った．一番の
課題は，ホンジュラス政府のずさんな教科書・指導書
の管理と配布であり，各地域で教科書や指導書が大幅
に不足し，配布されない学校があった．その状況を受
けて，私は県教育委員会及び各地区教育委員会の協力
のもと不足数を調査し，配布にあたったホンジュラス
陸軍基地に直接足を運び，配布責任者である陸軍大佐
と折衝した上で即座に不足分を運んでもらった．また，
教師用指導書は陸軍の倉庫にも在庫がなく，せめて教
科書の問題の解答だけでも欲しいという現地教員の声
を受けて，１〜３年生作業帳の解答を作成し，バジェ
県内の全教員に印刷して配布した．
　帰国間際の２００６年２月には，県教育委員会の協力
のもと私が中心となり，２回目の県レベル算数研修を
企画した．３月初旬に，研修講師たちに対し事前研修
を行い，再び県全体に対する研修が実現した．他県に
おいて１回目の県レベル研修すら十分に行われていな
い地域がある中で，２回目の算数研修を県全体で取り
組めた地域は他になかった．バジェ県が他県に比べて
小さいという地理的に有利な点だけでなく，県教育委
員会や地区教育委員会が全面的に協力してくれたこと，
そして，何事にも協力的でよく動いてくれる信頼でき
る仲間たちに恵まれたことが，何よりも円滑に私の活
動を助けてくれた．
　帰国して４年がたとうとしている中，バジェ県で現
在活動している協力隊員から突然メールが届いた．「私
は HIROKI の教え子．こんなことを教わったの．」と
いうホンジュラス人に出会ったのだそうで，書かれて
いたホンジュラス人の名前も確かに私の教えた教員
だった．県レベルの算数研修はまだ続けられているそ
うだ．政府からの働きかけではなく，教育現場から，
「２０１５年までに男女すべての就学年齢児について，６
年間の初等教育の完全就学（ホンジュラス EFA−FTI）」
という目標達成のための活動が繰り広げられることを
切望する．
３．帰国後の活動について
⑴　バジェ県で実施した調査について
　２００６年の４月に協力隊の任期を終えて帰国した後，
２００８年８月まで，私は筑波大学教育開発国際協力研究
センターの職員として，PROMETAM を日本国内から
サポートするとともに，個人的にバジェ県の現地調査
を引き続き行うことで，ホンジュラスとの関係を継続
することができた．
　２００７年４月から５月にかけては，ナカオメ市で活動
する協力隊員の協力のもと，バジェ県全体の教員を対
象に，算数指導に関する意識調査を実施した．調査目
的は，以下の通りである．⑴単式学級・複式学級にお
ける，教員の算数教育に関する問題意識の相違を把握
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する．⑵教員経験年数による，教員の算数教育に関す
る問題意識の相違を把握する．⑶教員の算数教育に対
する意識と教員自身の学力を把握する．⑷ホンジュラ
スの教育問題に対する教員の意識を把握し，改善する
意欲について調査する．本稿では，実施した調査の一
部を紹介する．
　表２は，バジェ県の教員１４２名を対象に調査した結
果である．なお，無記入の教員もいたため，対象人数
と合計人数は一致しない．図形分野に苦手意識をもつ
教員が多いと前述したように，単式学級・複式学級と
いうクラス形態によらず，図形分野を教えることを難
しいと感じている教員が多いことがわかる．２００７年当
時，バジェ県には２９０校の小学校があり，そのうち，
教員が１名ないし２名のみの学校が１５０校あった（バ
ジェ県教育委員会，２００７）．１校に１名の教員のみの
学校では，その教員が校長業務とともに，１〜６年生
の複式学級を担任するという激務に追われており，複
式学級の割合が極めて多いという状況も，教師から教
材研究や授業準備の時間を奪っていた．また，給与に
不満をもつ教員も多く，教師に副業が認められている
ホンジュラスでは，学校での勤務後，個人商店やレス
トランを経営する者もいた．
　教員不足，給与不足という不満を抱える現場の教員
たちの大多数は当然ホンジュラスの教育に問題がある
と考えている（１４２人中１３９人）．また，その原因は，
ホンジュラスの教育省にあると考えている教員が４割
以上もおり，それが２００４年のような数カ月にも渡る
大規模なストライキにつながっている．
表１　教えるのが難しい単元（クラス形態別）数回答可（２００７年，筆者による調査）
そ の 他分　　数小　　数図形全般面　　積な　　し
（％）（％）（％）（％）（）（％）単　式（）
（％）（％）（％）（％）（％）（％）複　式（）
（％）（％）（％）（％）（％）（％）合　計（）
表２　教育問題の原因の所在（複数回答可）（２００７年，筆者による調査）
そ の 他保 護 者児　　童教　　員教育大学教 育 省
（％）（％）（％）（％）（％）（％）
　また，教育省よりも保護者に問題があると考える教
員が最も多かった．複数の教員へのインタビューによ
ると，保護者の教育に対する無関心さを問題視してお
り，家庭でのしつけが十分になされていないため，授
業中の集中力が欠如していたり，宿題をやる習慣が身
についていなかったりすると考えている．しかし，現
実的には，特に山間部・農村部では，子供を学校へ行
かせるより，労働力となった方が良いと考えている保
護者が多い．子供の宿題を手伝える学力のない保護者
は，教育へも無関心であることに加え，算数分野にお
いては，指導カリキュラムの改訂により，保護者が習
わなかった内容が指導されているため，なおさら内容
を理解できなくなっている．２００５年９月にバジェ県の
PROMETAM 受講教員５９名を対象に実施した調査で
は，９１．５％の教員が保護者対象の算数研修が必要だと
考えているという結果も出た．
　また，２００７年５月に１４２人の教員を対象に実施した
調査では，７５．３％の教員が学校の学習環境が整ってい
ないと回答していたり，算数を教える上での課題は児
童にとって内容が難しすぎると回答した教員が６２％
いたりする．教育の問題を教師自身の指導力ではなく，
保護者や児童，学習環境など外部要因にあると考えて
いる教員が多いこともわかった．
　２００７年９月には，JICA 横浜が受け入れた中米教員対
象の在日研修に，私が以前から JICA ホンジュラスに推
薦していたバジェ県アマパラ島の Omar Rubio Vasquez
教員が参加した．彼は PROMETAM 講習会での私の教
え子で，バジェ県における私の調査にも大いに協力し
てくれた非常に優秀な人材だったので，日本の学校や
授業を見てもらいたいという思いが以前からあった．
JICA 横浜での研修終了後に彼は大変有意義な体験
だったと興奮気味に語った．帰国後，彼はアマパラ島
の地区教育委員会と話をして，アマパラ島全学校にお
いて日本で実施されている授業研究のシステムを取り
入れることを決めた．日本では，１００年以上も前から
実施されている授業研究だが，ホンジュラスでは他の
教員の授業を見たり，見せたりという習慣はほとんど
ない．また，授業についての協議会というものもない．
Omar 教諭には，アマパラの状況を踏まえ，以下の２
点のことを伝えた．①日本の授業研究を見ていない人
たちに対して，その良さや利点を伝えることは大変難
しい．②「良い授業」とは何かを判断する目をもって
いない教員が多い中で，授業協議会を実施しても，創
造的な討論がなされるかどうかはわからない．それで
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も，ホンジュラスの教育問題を真っ向から直視し，保
護者や政府に責任を転嫁することなく，現場の教員自
身が熱意をもって自分たちの指導法を向上させ，教育
を変えていこうとする姿勢は大いに評価できる．
　特に，ホンジュラスは４年に１度の大統領選により，
政権が変わった場合，各教育委員会におけるほぼ全て
の職員の人事異動が起こる．昨日まで白だったものが，
急に黒に変わることがある．そのため，現場の教員が
動きだすことが何よりも効果的で重要なことだと考え
る．PROMETAM 講習を通して，各地域で「自分たち
が変わろう」という気持ちをもって動き始めている教
員がいるという話も現地の協力隊から聞いており，大
変嬉しく思う．
⑵　日本の算数との相違とその活用
　２００７年２月に実施したバジェ県の県レベル算数研
修で，私が教室に入ると，講師と受講者の教員が研修
内容について言い争っているので話を聞くと，かけ算
の意味の理解に苦しんでいるとのことであった．日本
で「２×３」と言われれば，図４のように「２つがセッ
トになったまとまりが３つあること」を意味する．
　しかし，ホンジュラスでは，「２×３」と「３×２」
は区別しない，つまり，数字の順に意味はないと言う
のだ．英語の「２×３」は「２ times ３」と読み，「２
回の３」を意味し，図表６とは異なる．スペイン語で
は「２ por ３」と読むが，「por」には「〜あたりの」
という意味や英語の「for」「by」にあたる意味もあり，
解釈が難しい．
　２００７年に CRICED で行われた PROMETAM 在日研
修においても中米５カ国の教育省関係者の中で，かけ
算の意味についての論議がなされたが，結局，国によっ
て意見が異なり，同じスペイン語圏といえども，一筋
縄ではいかない問題のようであった．日本とスペイン
語のかけ算表現の相違については，筑波大学の礒田
（２００７）が JICA の「理数科教育協力にかかる事業経験
体系化」の中で，詳述している．
　２００７年１０月に南米チリのスーパーマーケットのワ
イン売り場で，写真１のような表記を見つけた．価格の
下に「３×２」という表記がある．これは，「２本買え
ば１本タダ」つまり「２本分のお金を払えば，３本持ち
帰ることができる」ことを意味する．説明なく「３×
２」のような使われ方がされているということは，そ
の意味は広く周知されているということであり，少な
くともチリでは，ホンジュラスの研修会で出た「かけ
算の数字の順に意味はない」ということはあり得ない．
　ホンジュラスの教員の中には，式の意味に重要性を見
いだせない教員が多い．研修内容がわり算のときには，
包含除と等分除の区別ができない教員が，やはり「ど
ちらも同じ」という発言をした．児童に教える必要は
ないが教員は知っていなければいけないことは多くあ
るが，児童に教える必要があるのに教員も知らないこ
とが多い状況では，式の意味や公式の導き出し方を徹
底することが本当に重要なのだろうかと，協力隊活動
中に何度も自問自答し，悩んだことを今でも思い出す．
　日本の小学校２年生の九九のまとめの学習のときに，
私がホンジュラスの「２×３」の話やチリの価格表記
の話をするといつもはあまり発言しない子が「えー，
おかしいよ．だって…」と「２×３」の意味を“日本
流”に説明した．このような算数異文化紹介が子供の
興味をひき，印象に残る．加えて説明までしてくれた
のだから，しっかりかけ算の意味を理解できていると
いうことである．
　チリでは，エレベーターの地下１階ボタンを「−１」
と表記する（写真２）．温度計の見方を学習していれば，
小学生でも負の数は理解できる．この写真を日本の小
学生に見せた際に「０はどこにあるの」という質問が
出たときには，私も子供たちと一緒に頭を悩ませた．
図４　日本における「２×３」の意味
写真１　南米チリの価格表示
写真２　チリのエレベーター（筆者撮影，２００７）
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また，エレベーターのボタンには，点字が記されている．
日本の小学校４年生国語「伝え合うということ」（光村
図書）で学習する点字と同じものであることがわかり，
子供たちは点字が世界共通で使われていることに驚く．
その驚きを通して，パラリンピックに興味をもったり，
盲導犬や聴導犬などについて調べたりと，自分で調べ
学習を行う児童が現れた．
　ホンジュラスでは，バスの中で乗車賃を回収する集金
係の乗車員が「大人２人，子供３人分はいくら」という
質問に対して即答できる，いわゆるストリート・マスが
身についており，おつりの計算もしっかりできる（写
真３）．しかし，それ以外の図形や分数などの算数の問
題はさっぱりできない．四則計算が頭の中でどのよう
に行われているのかは分からないが，「そろばんを習っ
ていたのではないか」という子供の言葉に，ホンジュ
ラスにそろばんがないということを再認識させられた．
　ホンジュラスの小学校６年生では，マヤ文明の数字
を学習する．自国の文化を知るという目的もあるのだ
ろうが，マヤ数字は，規則性を発見する学習に役に立
つ（図４）．マヤ数字は基本的には丸と棒の組み合わせ
で成り立っている．仕組みは古代エジプト数字の方が
簡単である．
　このような，算数異文化を紹介したり，海外の子供た
ちの学習環境を紹介したりすることで，算数嫌いの子供
たちが少しでも，算数の良さや面白さを感じ取ってく
れれば嬉しい．また，海外に目を向け，広い視野で，
物事をとらえられるようになってくれれば，なおよい．
４．最 後 に
　私は，青年海外協力隊に参加し，その後，CRICED
に所属することで，自分が関わってきた JICAプロジェ
クトを日本国内から支えることとなった．協力隊では
途上国の現場で活動することでその国の実情と直面し，
筑波大学ではアカデミックな視点からホンジュラスの
教育問題を見直すことができた．私は，そのような国
際教育協力の経験した上で，現在東京都の一小学校教
員として日本の子供たちと向き合っている数少ない人
材であると自負している．
　平成２３年度には，小学校５，６年生の外国語活動が
全面開始される．平成２０年８月に文部科学省が示した
小学校学習指導要領解説外国語活動編には，その目標
を「外国語を通じて，言語や文化について体験的に理
解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとす
る態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に
慣れ親しませながら，コミュニケーション能力の素地
を養う．」としている．言語や文化についての理解，積
極的なコミュニケーション，音声・表現に慣れるとい
う３本の柱から成り立っているわけだが，これこそ私
が協力隊や筑波大学職員として活動してきた国際教育
協力の経験を還元させることで，日本の子供たちに身
に付けさせることができるのではないかと思う．
　協力隊経験者がその経験をどのように日本社会に還
元するかということは，グローバル化する世界におい
て大きな課題であり，一人一人の意識にかかっている．
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